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国際的な画像の相互利用の枠組みである IIIF（International Image Interoperability Framework）に対応
したデジタルアーカイブが国内外で増加している．本稿では，IIIF準拠デジタルアーカイブで公開され
ている画像の利用状況の解析手法ならびに解析結果の可視化手法の一例を示す．具体的には，IIIF Image 
APIのログを解析することで，画像の各ピクセルに対するアクセス数を計算する．各ピクセルのアク
セス数を参照してヒートマップを生成することで，画像の利用状況を可視化する．さらに，解析結果

や可視化結果の期待される応用例を挙げる．また，利用状況の可視化についての懸念事項を検討する． 
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In these years, a lot of libraries and museums launched their digital collections that are compatible with IIIF 
(International Image Interoperability Framework), to promote interoperable use of images among different 
institutions. In this paper, we present a methodology to understand and visualize usage of IIIF compatible 
images. We analyze IIIF Image API logs and visualize which parts of IIIF images are looked using heat maps. 
The generated heat maps are shown over corresponding target images using Mirador's layer functionality. 
Furthermore, we show possible use cases where the result of the analysis and heat maps can be used. Finally, we 
discuss challenges to deploy the result of the analysis and heat maps as a service such as anonymization.  
 

１．序論 
国際的な画像の相互利用の枠組みである IIIF

（International Image Interoperability Framework）
[1]は，欧米の主要な図書館・博物館・美術館を中
心に導入が広まっている．IIIFは，画像とそれに
付随するデータ（メタデータ，注釈）の相互利用
を可能とするために，APIを規定している．欧米
に続いて，日本国内でも導入が広まっており，IIIF
準拠デジタルアーカイブを公開する機関は増加
している． 
デジタルアーカイブの利用状況の調査は，資料

の電子化戦略の策定，機能の改善，ステークホル
ダーへの説明責任といった観点から重要である．
従来のデジタルアーカイブでは，資料・画像毎の
アクセス数といった指標により，利用状況が把握
されてきた1．IIIF 準拠デジタルアーカイブでは，

                                                   
1 たとえば，政府の知的財産戦略本部による「デジタ
ルアーカイブの連携に関する実務者協議会 中間報告」
（平成 28 年 3 月）では，「なお，コンテンツへのア
クセス数は，そのコンテンツの価値を示す一つの尺度

となるとの考え方もあるため，欧州の Europeanaは
ソーシャルメディア等における発信によるアクセス数

の増加に非常に力を入れている．我が国でもメタデー

タを発信する側にとってのインセンティブを向上する

には，実際の来館数に加え，ネットワーク上のアクセ

スやデジタルコンテンツの利用実績等についても指標

画像は，ビューワ上で拡大・縮小する度に，IIIF 
Image API2で指定されているURI構文の領域の値
が更新されて呼び出されている．よって，単純に
アクセス数のみで画像の利用状況を把握するこ
とができず，滞在時間といった指標が重要となっ
てくる．一方，ビューワで拡大・縮小する度に画
像がリクエストされているため，リクエストされ
た領域を調査することによって，画像の詳細な利
用状況を把握することが可能である． 
本稿では，IIIF準拠デジタルアーカイブで公開

されている画像（以下，IIIF 画像あるいは画像）
の利用状況の解析手法ならびに解析結果の可視
化手法の一例を示す．具体的には，IIIF Image API
の画像リクエストのログを解析し，画像の各ピク
セルのアクセス数を計測する．各ピクセルのアク
セス数を参照して，画像ごとにヒートマップを生
成することで，画像の利用状況を可視化する．さ
らに，解析結果や可視化結果の期待される応用例

                                                                             
化され，業績として評価されるような仕組みを設計す

る必要があるとの意見があった．」としている． 
2 画像の配信方法・取得方法を規定する APIである．
画像は，URI構文{scheme}://{server}{/prefix}/{identif 
ier}/{region}/{size}/{rotation}/{quality}.{format}によっ
てリクエスト・取得することが可能である．URI構文
にて，画像の領域（region），回転角度・反転（rotation），
サイズ（size），色調（quality），画像フォーマット
（format）をパラメータとして設定できる． 
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として，共同研究プラットフォームや翻刻プラッ
トフォームでの利用を挙げる．また，一般利用者
へのサービスで解析結果を活用する際に発生す
る，匿名性や研究の先取性の保証といった課題に
ついて検討する． 

２．関連研究 
本章は，デジタルアーカイブならびに公開画像

の利用状況の調査方法について，関連研究を示す．
定量的な評価指標に基づく利用状況調査は，以下
のプロセスより構成される． 

 
1. 評価指標の選定・計測 
調査目的，コミュニティにおけるガイドライ
ン・慣習などに応じて，アクセス数や訪問ユーザ
数といった評価指標を選定する．評価指標に応じ
てログデータを解析し，評価指標を計測する． 

 
2. 計測結果の可視化 
計測結果の受け手が直感的に把握しやすいよ

う，評価指標の特性に応じて，ヒストグラム，棒
グラフなどで可視化する． 

 
電子図書館では，ユーザビリティやコレクショ

ンの評価のため，利用状況の解析が行われてきた．
例えば，Jones ら[2]は，電子図書館における利用
者の検索行動を把握するために，セッションにお
ける検索クエリ数，一定期間内での電子図書館へ
の訪問回数，クエリごとに閲覧している資料数な
どを集計・報告している．Hashemら[3]は，博物
館における展示物の配置場所が利用者行動へ与
える影響を調査するため，各展示物における利用
者の滞在時間を評価指標として採用している．
Pääkkönenら[4]はデジタルアーカイブの注釈機能
やキュレーション機能の利用状況を評価するた
め，クリップ数（注釈数）や注釈に追加されたキ
ーワード数を使用している．以上に挙げた関連研
究では，表，円グラフ，ヒストグラム等が計測結
果の可視化手法として採用されている．電子図書
館やデジタルアーカイブの管理者も，表や折れ線
グラフなどを使用して，サイトアクセス数といっ
た評価指標を報告しているというのが現状であ
ろう． 
本稿では，評価指標として，「画像のピクセル

単位のアクセス数」を選択し，結果の可視化手法
として「ヒートマップ」を採用する．評価指標の
選択の背景となる調査目的としては，画像の詳細
な利用状況を把握することが挙げられる．しかし，
調査結果はデジタルアーカイブ管理者等による
画像の詳細な利用状況の把握という目的に限定
されず，第 5章において示す通り，共同研究プラ
ットフォームといった様々なケースで利用でき
る可能性がある． 

３．IIIF画像の利用状況の計測と可視化 
3.1 節では，画像の各ピクセルのアクセス数を

計測し，画像の利用状況を可視化したヒートマッ
プを生成する手法を提示する．続いて 3.2節では，
計算時間や必要となるストレージ容量を短縮・減
少させる手法について述べる．3.3 節では，IIIF
コミュニティで開発されている画像ビューワで
あるMiradorを使用して，生成されたヒートマッ
プを解析対象である画像とともに表示する方法
を紹介する． 

 
3.1．利用状況の計測手法と可視化手法 

IIIF画像の詳細な利用状況の把握に向けたログ
解析手法は，以下のプロセスより構成される．そ
れぞれ，第 2章における利用状況調査のプロセス
の 1，2に対応している． 
 
1. 各ピクセルのアクセス数の計測 
評価指標として画像の各ピクセルのアクセス
数が採用されている． IIIF Image APIにおける画
像リクエストのログを一行ずつ解析することで，
各ピクセルのアクセス数を計測する． 
 
2. ヒートマップの生成 
計測された画像の各ピクセルのアクセス数を，
ヒートマップにより可視化する．なお，可視化手
法として，二変量ヒストグラム1など，他の手法
を採用することも可能である．ヒートマップが
様々な分野で使用されている点と，対象画像との
重ね合わせ表示に適している点（3.3 節参照）を
考慮して，本稿ではヒートマップを採用した． 
 
以下に，それぞれのプロセスの詳細について述
べる． 

 
【各ピクセルのアクセス数の計測】 
各画像に対して，全要素が 0である𝐻𝐻 ×𝑊𝑊行列

を生成する．𝐻𝐻，𝑊𝑊はそれぞれ画像の高さ，幅（ピ
クセル数）である．よって，行列の各要素は画像
の各ピクセルに対応する．各画像の高さ，幅は，
IIIF Image APIにより提供されている info.json2よ
り取得する．続いて，IIIF Image APIにおける画
像リクエストのログをパースすることで，リクエ
ストされている画像と領域を取得する．リクエス
トされている領域を参照することで，各画像の各

                                                   
1 二変量ヒストグラムのプロット例として，下記のペ
ージを挙げる．
https://jp.mathworks.com/help/stats/hist3.html 
2 IIIF Image APIでは，URI構文
{scheme}://{server}{/prefix}/{identifier}/info.jsonによっ
て画像の情報の取得を可能とすることが規定されてい

る．特に，画像の幅，高さは必須項目であり，必ず提

供される．  
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ピクセルのアクセス数が計算される．アクセス数
は前述の行列へ記録される． 

 
【ヒートマップの生成】 
各ピクセルのアクセス数の計測の終了後には，

計測結果をヒートマップとして出力する．画像毎
に，各ピクセルのアクセス数の最小値・最大値を
参照して，各ピクセルの RGB 値を算出する．ア
クセスが多いピクセルを赤，少ないピクセルを青
とする．RGB 値を参照して，画像として出力す
ることで，ヒートマップが生成される． 
 
2.2．計測手法と可視化手法の高速化 
以下に，各ピクセルのアクセス数の計測とヒー

トマップ生成を高速化させる手法を提示する．ま

た，使用するストレージ容量を減少させる手法に

ついても述べる．本稿では，計算機として iMac 
（Retina 5K, Late 2015）を使用した．プロセッサ
として 4GHz Intel Core i7，メモリとして 16GB 
1867 MHz DDR3を搭載している． 

 
【𝑁𝑁 ×𝑁𝑁ピクセル単位でアクセス数を計算】 
前節では，各ピクセルに対してアクセス数を計

算していた．計算に要するメモリを節約するため

に，𝑁𝑁 ×𝑁𝑁ピクセル単位でアクセス数を計算する．
例えば，	1,600 × 2,560ピクセルの画像に対して
は，1,600 × 2,560行列が用意される．𝑁𝑁 = 10と設
定すると，アクセス数を記録する行列は

160 × 256行列となり，計算時のメモリの使用量
を減少させることができる．この場合，1234 行
目 1017 列目に位置するピクセルへのアクセスは，
123行目 101列目の行列の要素に記録されること
となる． 
実際のログを使用して，ピクセル単位𝑁𝑁が，ピ
クセルのアクセス数の計測とヒートマップ生成

に要する処理時間に与える影響をそれぞれ計測

した．2018 年 6 月のある期間に京都大学貴重資
料デジタルアーカイブ1に記録されたログから，

IIIF Image APIの画像リクエストのログを 10,000
行抽出して使用した．10,000 行のログでは，458
枚の画像がリクエストされている．よって，458
個の行列が生成され，458枚のヒートマップが生
成される．458枚の画像の高さのピクセル数の平
均値は 5334.80（標準偏差: 2589.27）であり，幅
のピクセル数の平均値は 3696.07（標準偏差 : 
2620.34）2である． 

                                                   
1 京都大学貴重資料デジタルアーカイブ．
https://rmda.kulib.kyoto-u.ac.jp/  
2 解析対象の多くは，幅が高さより大きい画像であっ
たが，高さが幅より大きい地図画像が含まれていた．

地図画像のサイズは他の画像と比較すると圧倒的に大

きく，その影響により平均値においても高さが幅より

図 1に，ピクセル単位	𝑁𝑁が，ピクセルのアクセ
ス数の計測に要する時間に与える影響を示す．図

1は，縦軸が対数スケールで表された片対数グラ
フである．図 1において，𝑁𝑁 = 10のときの計算時
間は 27.99秒である．対して，𝑁𝑁 = 100のときは，
0.30秒であり，𝑁𝑁 = 10のときと比較すると，93.30
倍計算時間が短縮されていることとなる． 

 

 
図 1	 10,000行のログにおける，各画像の各ピクセル

のアクセス数計測に要する計算時間 
Figure 1	 Computation time of counting the number of 

accesses for each pixel of each image on 10,000 access logs 
with different values of N. The y axis in log scale. 

 
図 2に，ピクセル単位𝑁𝑁が，RGB値の算出（ヒ
ートマップの生成）の計算時間に与える影響を示

す．図 1同様，図 2は，縦軸が対数スケールで表
された片対数グラフである．分散は，概ね平均値

の 2 倍に近しい値である．RGB 値の算出に要す
る平均時間は，画像のサイズに依存しており，解

析対象には様々なサイズの画像が含まれている

ため，分散が大きくなっている．図 2 において，
𝑁𝑁 = 10のときの計算時間は 0.90 秒である．対し
て，𝑁𝑁 = 100のときは，0.01秒であり，𝑁𝑁 = 10の
ときと比較すると，90.00 倍計算時間が短縮され
ていることとなる． 
 

 
図 2	  RGB値の算出に要する平均計算時間（画像 1

枚あたり） 
Figure 2	 Computation time of calculating RGB values for 
an image with different values of N. The y axis in log scale.  
 

                                                                             
も大きくなっている．  
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【領域が fullと設定されているログの除去】 
解析に要する時間を短縮させる手法として，領

域に fullという値が入力されているログを除去す
ることが挙げられる．full は画像の全領域をリク
エストするときに使用される．画像をサムネイル

として呼び出すときに頻繁に使用されるため，該

当するログは多い．領域が fullと設定されている
場合，行列の全要素に等しく 1が追加されるだけ
であるので，生成されるヒートマップに与えられ

る影響はない．ただ，ヒートマップに，各色が表

すアクセス数を付随して表示する場合には，ログ

の除去は不適切であるかもしれない．目的に応じ

た選択が必要となる． 
 
【ヒートマップの出力サイズを縮小】 
生成されたヒートマップ画像を，対象画像と同

サイズ（𝐻𝐻 ×𝑊𝑊ピクセル）で出力するのではなく，
(𝐻𝐻/𝑁𝑁) × (𝑊𝑊/𝑁𝑁)ピクセルで出力することによっ
て，計算時間が短縮される．さらに，ヒートマッ
プ保存に必要なストレージも節約される．  

 
2.3．ヒートマップの表示 
本節では，生成されたヒートマップの表示方法

について紹介する． 
ヒートマップを対象画像と重ね合わせて表示

することで，利用者1は画像の利用状況を理解す
ることが初めて可能となる．IIIF Presentation API
の仕様は，画像を重ね合わせて表示することを可
能としている．具体的には，IIIFマニフェスト2の
各カンバス3で二画像（対象画像とヒートマップ）
を重ね合わせて配置するように指示する．ヒート
マップを対象画像より小さいサイズで保存して
いる場合は，ヒートマップを対象画像と同サイズ
で表示するように指定する必要がある．なお，各
カンバスからヒートマップのリクエストを可能
とするために，対象画像と同様に，ヒートマップ
も IIIF対応画像サーバに保存する必要がある． 
以上のように，IIIF Presentation APIの仕様では
画像の重ね合わせ表示を可能としているが，重ね

合わせ表示に対応した実装を提供しているビュ

ーワは多くない．IIIFコミュニティにおける代表
的なビューワであるMiradorは，レイヤ機能を実
装しており，画像の重ね合わせ表示に対応してい

                                                   
1 この場合，解析結果の利用者，すなわちデジタルア
ーカイブ管理者等を指す． 
2 IIIF Presentation APIで規定されている資料に相当す
る JSONオブジェクトである．資料をビューワで表示
するために必要な情報を提供する． 
3 IIIF Presentation APIで規定されている資料の頁に相
当する JSONオブジェクトである．各頁で表示する画
像を指定する．カンバスのシークエンスにより，頁の

順序が表現される．カンバスのシークエンスは，IIIF
マニフェストに含まれる． 

る．Mirador では，重ね合わせ表示を記述したマ
ニフェストを読み込ませることで，各カンバスに

二画像ロードさせることができる．Mirador での
重ね合わせ表示例を，図 3に示す．図 3左部のタ
ブで表示されているように，それぞれの画像に対

して表示状態（visibility）ならびに透過度（opacity）
を操作することができる．ヒートマップを透過さ

せて表示することで，対象画像の各領域における

アクセス状況が容易に把握できる． 
なお，Mirador では，カンバスに画像が複数枚
ある場合には，カンバスの全画像の表示状態が

False になった状態で表示される．画像毎に，左
部のタブにて，表示状態・透過度を手動で設定し

なければならない．画像とヒートマップのデフォ

ルトの状態での表示状態ならびに透過度を設定

しておくには，IIIF Presentation API4ならびにビュ

ーワの機能拡張が必要となる． 
 

  
図 3	 Miradorを利用した対象画像とヒートマップの 
重ね合わせ表示（『今昔物語集（鈴鹿本）』（京都大学附

属図書館所蔵）） 
Figure 3	 Overlay display of a heat map over its target 
image using Mirador. Photograph courtesy of the Main 
Library, Kyoto University - Konjaku monogatarishuu. 

 

４．今後の検討事項 
本章では，前章で述べたログ解析手法による解
析結果を例示しつつ，今後の検討事項について述
べる．4.1 節では，典型的なヒートマップを例示
し，画像の各ピクセルがアクセスされる確率を考
慮した解析について検討する．4.2 節では，アク
セスの滞在時間を考慮した解析の必要性と課題
について述べる．4.3 節では，特定箇所にアクセ
スが集中している例を示し，アクセスされた動

                                                   
4 IIIF Presentation APIの各カンバスの各画像にデフォ
ルトの表示状態と透過度を設定できるようなフィール

ドを設ける． 
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機・背景として参照元を明らかにすることについ
て記す． 
 
4.1．画像の各ピクセルがアクセスされる確率
を考慮した解析 
生成される典型的なヒートマップを図 3 に例

示する．画像の中心付近のアクセス数が大きく，
中心から離れるほどアクセス数が小さくなる傾
向が，その他の多くの画像のヒートマップで観察
された．理由として，画像の中心付近のピクセル
は他のピクセルと比較すると，アクセスされる確
率が高いということが挙げられる．ビューワで画
像を閲覧する際に，様々な領域を拡大・縮小する
と，中心付近のピクセルはリクエストされる領域
に含まれやすい． 
ここで，ランダムに領域を設定してアクセスを

発生させたときのヒートマップを図 5に示す．図
5より，ピクセルが画像の中央に近ければ近いほ
ど，アクセスされる確率が高いことがわかる．各
ピクセルに対してより公平な調査結果を導出す
るためには，各ピクセルがアクセスされる確率に
応じて，各ピクセルのアクセス数を調整すること
が必要となる． 

 

 
 

図 4	 典型的なヒートマップの例（『屋敷図』中井家絵
図・書類より（京都大学附属図書館所蔵）） 
Figure 4	 Example of typical heat map. Photograph 
courtesy of the Main Library, Kyoto University – 

Yashiki-zu (design drawing of a mansion) from Nakai 
Collection. 

 

 
図 5	 ランダムに領域を選択してアクセスを発生させ

た際のヒートマップ 
Figure 5	 Heat map for an image to which accesses are 

randomly generated. 

ここで，画像の幅，高さのそれぞれの中点より
aピクセル，b ピクセル離れた点に位置するピク
セルが，ランダムに領域が設定された場合にアク
セスされる確率𝑝𝑝(𝑤𝑤, ℎ	𝑎𝑎, 𝑏𝑏)は，以下の式 1より算
出される． 

 
𝑝𝑝(𝑤𝑤, ℎ	𝑎𝑎, 𝑏𝑏) = 567859:;69<

856
∙ >

678>9:?69<
8>6

 (1) 
 
式 1 によって，あるピクセルは画像の中心に

位置するピクセルと比較してどの程度アクセス
されにくいか計算することができる．画像の各辺
の中点より，それぞれ aピクセル，b ピクセル離
れた点に位置するピクセルのアクセス数を
𝑐𝑐(𝑤𝑤, ℎ, 𝑎𝑎, 𝑏𝑏)とする．ピクセルの位置によるアクセ
スされる確率の違いを考慮すると，アクセス数は
以下の式 2のように修正できる．  

 
𝑐𝑐ABC(𝑤𝑤, ℎ	𝑎𝑎, 𝑏𝑏) 	= 𝑐𝑐(𝑤𝑤, ℎ, 𝑎𝑎, 𝑏𝑏) ∙

567859<
567859:;69<

∙
>678>9<

>678>9:?69<
 (2) 

 
対 象 ピ ク セル の アク セ スさ れ る確 率

𝑝𝑝(𝑤𝑤, ℎ	𝑎𝑎, 𝑏𝑏)によって中心ピクセルのアクセスさ
れる確率𝑝𝑝(𝑤𝑤, ℎ	0, 0)を割った値と，計測されたア
クセス数𝑐𝑐(𝑤𝑤, ℎ, 𝑎𝑎, 𝑏𝑏)の積が修正後のアクセス数
となる．図 4における各ピクセルのアクセス数を，
式 2によって修正し可視化した結果が図 6である． 

 

 
図 6	 各ピクセルがアクセスされる確率を考慮した解
析結果例（『屋敷図』中井家絵図・書類より（京都大学

附属図書館所蔵）） 
Figure 6	 Example of heat map, in which the 

probabilities of being accessed are taken into account for 
each pixel. Photograph courtesy of the Main Library, Kyoto 
University – Yashiki-zu (design drawing of a mansion) from 

Nakai Collection. 
 
図 6から分かるとおり，画像の四隅のアクセス

数が極端に高くなっており，利用状況が把握でき

るとはいえない．このような結果となった原因と

して，画像はピクセル単位というよりも画像サー

バで設定されているタイル単位でアクセスされ

ているということが挙げられる．さらに，画像は
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実際には完全にランダムにアクセスされている

わけではないということも挙げられる．アクセス

数の修正方法については今後検討を重ねる必要

がある． 
 
4.2．滞在時間を考慮した解析 
	 本稿では，各領域へのアクセスにおける滞在時
間は均等であるとの前提で解析を実施している．
しかし実際には，各アクセスにおける滞在時間は
均等ではない．ビューワである領域を拡大する過
程で必然的に発生したアクセスにおける滞在時
間は至極短いであろうし，拡大結果を閲覧してい
る場合には滞在時間は長くなる．一般的に，ある
利用者のあるページにおける滞在時間は，その利
用者がそのページへアクセスした時刻とその次
にアクセスしたページのアクセス時刻の差分か
ら算出される1．しかし，IIIF画像を対象とした場
合，従来の手法を適用することは難しい．IIIF画
像を大きいサイズでリクエストする際には，画像
は分割され，複数の領域に同時にアクセスが発生
する．よって，連続した二つのアクセスログの発
生時刻の差分を滞在時間として採用した場合，そ
のアクセスにおいて最後に記録されたログにお
ける領域のみで，正確な滞在時間が算出されるこ
ととなる．同時にアクセスされたその他の領域の
滞在時間は至極短くなる．サーバのログからは，
それらが同時アクセスかどうか正確に判定する
ことは難しい．判定するとなれば，連続するログ
の時間差に閾値を設けて，恣意的に判断すること
になるだろう． 
正確な滞在時間を取得する方法として，ビュー
ワにプラグインを埋め込み，ビューワで計測する
といった手法を挙げることができる．もちろん，
事前に利用者に許諾を得るような仕組みも必要
となってくる．検索システム[5, 6]や推薦システム
[7, 8]などにおいて，滞在時間による評価の正当性
が主張されている．このようなことからも，IIIF
画像の利用状況調査への滞在時間の考慮は，今後
の検討が必要である． 
 
4.3．画像の参照元 
図 7に例示されているように，画像の特定領域
にアクセスが集中しているといったケースも散
見された．一般的には，ビューワで拡大・縮小を
すると，特定領域の周囲の部分もアクセスされる．
よって，ヒートマップではグラデーションのよう
に表現される．さらに，ビューワには拡大率に限

                                                   
1 実際には，ページ読み込みの際にアクセスされるス
クリプト，ファビコン，画像などへのアクセスは除外

される．これらの必然的に読み込まれるページは，リ

ファラーを参照することで判断することができる．ま

たは，スクリプトなどが除外された調査対象となるペ

ージのリストを用意され，リストが利用されることも

ある． 

界があり，図 7にあるように小さい特定箇所のみ
がビューワで表示されるということは一般的で
はない．アクセスログのリファラーを参照すると，
図 7の場合，人文学オープンデータ共同利用セン
ター（CODH）の顔貌コレクション2[9]から，こ
れらの領域が参照されている3ことが判明した．
顔貌コレクションは，美術作品に登場する顔の表
現を IIIF Curation Platform[10]を利用して収集・公
開している．IIIFは画像の相互利用を可能として
いることから，統合サイトや他機関のプラットフ
ォームから画像が参照される機会が増加するこ
とが期待される．解析結果の利用者に参照元を示
すことで，アクセスされた動機・背景を知らせる
ことができる．さらに，領域の参照元が顔貌コレ
クションのように完全に公開されている場合に
は，一般利用者に「その画像や領域がどこからよ
く参照されているか」ということを提示すること
によって，それらと関連する画像・領域を探索・
発見することが可能となる． 
 

 
図 7	 特定領域にアクセスが集中している例（『弁慶物

語』（京都大学附属図書館所蔵）） 
Figure 7	 Example where specific regions get a lot of 

accesses. Photograph courtesy of the Main Library, Kyoto 
University - The story of Benkei, a tragic warrior.  

 

５．利用状況解析結果と可視化結果の応
用例 

本章では，IIIF画像の利用状況の解析ならびに
ヒートマップによる可視化の応用例を四点挙げ
る． 
サムネイルの選定：デジタルアーカイブでは，コ

レクション情報のページなどで，資料のサムネ

                                                   
2 人文学オープンデータ共同利用センター（CODH）．
顔貌コレクション（顔コレ）．

http://codh.rois.ac.jp/face/ 
3 特に，顔貌コレクションの「弁慶物語」より参照さ
れている．

http://codh.rois.ac.jp/software/iiif-curation-viewer/d
emo/?curation=https://mp.ex.nii.ac.jp/api/face/curati
on/json/34ae534e-82e2-4973-84a8-8ea2cadc951d 
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イル一覧が表示されている．多くの場合，資料

の一枚目に表示される画像がサムネイルとし

て利用されている．しかし，一枚目の画像が必

ずしもその資料を代表するわけではない．また，

資料に含まれるとある一枚の画像全体が資料

を代表するわけではない．サムネイルの選択方

法の一案として，資料全体において最も利用さ

れている画像の領域を表示することが挙げら

れる．利用状況の解析結果を活用することで，

最も利用されている画像の領域を特定し，表示

することが可能である． 
共同研究プラットフォームでの利用：IIIFはW3C
が推奨するWeb Annotationに沿って，データ
モデルが構築されている．よって，画像のみ

ならず，翻刻・注釈といった画像に付随する

情報の共有も容易である．このような背景も

あり，IIIF を利用した共同研究プラットフォ
ームについて検討・実装がなされている[11]．
IIIF を利用した共同研究プラットフォームで
複数の研究者が作業する際に，ヒートマップ

を提示することで，画像のどの領域が共同研

究者によって既に調査されているかというこ

とを研究者は把握できる．共同研究者は，ヒ

ートマップで調査されていない領域を確認す

ることができ，作業を開始することができる． 
研究プロセスの理解：自己の研究プロセスの振り

返りは，研究プロセスを改善させていく上で重

要である．研究者による画像の利用状況をヒー

トマップによって提示することで，研究プロセ

ス振り返りの機会を創出する．また，ベテラン

研究者の画像の利用状況をヒートマップによ

り若手研究者に例示することで，彼らの研究プ

ロセスの一部を理解し，学習することが可能と

なる． 
翻刻プラットフォームでの利用：近年，手稿等の

資料について，多くの翻刻プロジェクトが実施

されており[12]，翻刻プラットフォームが検
討・開発されている．翻刻者は，対象画像を拡

大・縮小しながら閲覧し，翻刻作業を進める．

IIIFに対応している翻刻プラットフォームであ
れば，拡大されて翻刻されている領域と拡大さ

れないで翻刻された領域で，翻刻精度について

差が存在するかといったパターンを検証でき

る．拡大されないで翻刻された領域では翻刻精

度が比較的低いといったようなパターンを発

見することができれば，翻刻の検証作業が容易

となり，翻刻精度の向上に貢献することができ

だろう． 

６．実用化に向けた課題 
本章では，IIIF画像の利用状況の解析結果の活

用に係る課題について述べる． 
ヒートマップの提供を含む画像の利用状況の

活用については，誰がアクセスしたかについての

情報が匿名化され，完全に秘匿されているようで

あれば懸念はない．しかし，少ないアクセス数の

IIIF画像では，匿名化が意味をなさない場合があ
る．例えば，研究者数が少ない特定分野に関連が

深い資料の画像については，誰がアクセスしたか

ということは，同分野の研究者より容易に想像が

つくだろう． 
アクセスの匿名化がなされていても，ヒートマ

ップとして解析結果を提供することは，公表前の

研究成果の重要なポイントを明らかにする可能

性がある．例えば，画像の従来注目されていなか

った特定領域に気が付けば，研究成果が導出され

るといったようなケースでは，ヒートマップによ

って重要なポイントが明らかになってしまう．こ

の場合，研究者の研究の先取性が侵害される恐れ

がある．よって，アクセスログの適切な管理は当

然のこと，サービスとして解析結果を活用するに

は慎重な検討が今後必要となる． 
このことは，従来のテキストデータベース検索

や Web 検索のサイトにおけるユーザが使用した
検索語や情報探索行動のログの取り扱いと類似

している点がある．そうした情報に関する利用ガ

イドライン等についても今後検討を行い，必要に

応じて参照していきたい． 
あるいはまた，この課題を解決することを目指

すのであれば，サーバに画像を毎回リクエストし

て利用するよりもむしろ，ローカルに画像を保存

して閲覧した方がよいという観点が出てくるこ

とは否めない．近年の著作権保護期間満了コンテ

ンツの利用条件緩和の傾向はその方向性を後押

しすることにもなり得る．とは言え，利用動向の

把握がデジタルアーカイブの維持・発展のための

数少ない鍵であることから，可能な限りそのよう

な事態は避けることが望ましい．現状ではローカ

ルで大量の高精細画像を自在に操作することは

困難であるため，しばらくはサーバ上の画像にア

クセスするというスキームが続くと思われる．し

かし，ローカルという選択肢が現実のものとなっ

たときに，それでもサーバ上の画像にアクセスし

てもらえるようにするには，利用者からのデジタ

ルアーカイブへの信頼感の醸成が重要であると

いうことになるだろう． 

７．結論 
本稿では，IIIF 画像の利用状況の解析手法と，
解析結果の可視化手法としてヒートマップの生

成手法を示した．従来の評価指標である画像のア

クセス数からは伺うことができない，画像のどの
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領域がアクセスされているのかといった詳細な

利用状況を把握することが可能となる．解析結果

ならびに可視化結果の応用例として共同研究プ

ラットフォームや翻刻プラットフォームでの活

用の可能性について述べた．一方，匿名性，研究

の先取性に係る課題については今後慎重に検討

する必要がある． 
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